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1. 未登録ノードのアラーム検出 
 
未登録ノードからのTrap受信は、デフォルト設定ではアラームとしません。 
未登録ノードからのTrap受信でアラーム検出とするには、 
プリフェランス － Engine － Unregistration Node  AlarmチェックBoxをONにします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2. Trap転送 
 
Trap受信を別サーバに転送するには、プリフェランス － SNMP Trap Forwardを設定します。 
 
Trap ForwardチェックBox            ……… ON 
Destination Address テキストBox      ……… 転送先アドレス 
Effective Enterprises OIDリストBox   ……… 有効とするエンタープライズOID 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3. アラーム検出によるTrap生成・送信 
 
アラーム検出によるTrap生成・送信は、プリフェランス － Engine － Alarm Trap を設定します。 
 
Alarm Trap チェックBox              ……… ON 
Trap Server Address テキストBox      ……… 転送先アドレス 
Alarm level filter Combo Box           ……… 有効とするアラームレベル 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



4. エンタープライズOID 定義テキストファイル 
 
エンタープライズOID 定義テキストファイル位置及び記述概要を以下に示します。 
 
（インストールディレクトリ）¥NetJFWatcher¥plugins¥netjfwatcher_x.x.x¥resources¥enterprise_oid.txt 
 
28018     netjfwatcher 
8072      net-snmp 
5813      The OpenNMS Group, Inc. 
20006     Nagios 
311   Microsoft 
9   ciscoSystems 
5771      Cisco Systems, Inc. 
5842      Cisco Systems 
 
     ．．．．．． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



5. 疑似SNMPエージェント Trap送信 
 
Trap送信時のエンタープライズOIDが選択可能です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



6. Trap受信アラームメッセージ表示 
 
Trap受信アラームメッセージにエンタープライズOIDに対応するベンダー名を表示します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



7. SNMPブラウザTrap受信メッセージ表示 
 
SNMPブラウザTrap受信メッセージにエンタープライズOIDに対応するベンダー名を表示します。 
 

 
 
 
 
 
 
 


